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2020年4月～  富山大学 大学院医学薬学教育部 公衆衛生学講座

2016年4月～  富山県 教育委員会 青少年教育班  相談員

専門分野：認知心理学・発達心理学・疫学

資格：公認心理師・臨床発達心理士・保育士

⇨ 子ども達の幅広い相談，専門機関紹介のフォローアップ，
保護者への傾聴や助言 （専門機関よりも総合的な相談窓口）

普段の活動

⇨ 子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査） 
に博士課程の学生として参加
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マインドフルネス 
認知療法

メタ認知療法

弁証法的行動療法

アクセプタンス＆ 
コミットメント・セラピー

行動活性化療法
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行動療法
Behavioral therapy

（第一世代）



行動療法
Behavioral therapy

目標：望ましくない行動を適切なものに置き換える

学習によって行動が身につくなら，学習によって取り除ける
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認知療法
Cognitive therapy

（第二世代）



認知療法
Cognitive therapy

目標：自助の援助
問題行動につながるネガティブな思考プロセスや，思い込みを変えること

Judith S. BeckAaron T, Beck

出来事
認知

行動感情

中核信念 
（スキーマ）



認知療法
Cognitive therapy

Judith S. BeckAaron T, Beck

認知

身体

行動

感情相互作用
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認知行動療法
Cognitive behavioral therapy

（第三世代）



認知行動療法の3つの波
1960年

現在

認知療法
行動療法

弁証法的行動療法

メタ認知療法

マインドフルネス
認知療法

行動活性化療法

アクセプタンス＆ 
コミットメント・セラピー

認知の機能への注目　マインドフルネス＆アクセプタンスの重視

第二世代
第一世代

認知行動療法
第三世代



マインドフルネス

マインドネスレス

集中力がない，注意が散漫な状態， 
ぼんやりしている，無意識の状態 など

この瞬間に注意を向け，自分が感じている
感覚・感情・思考を冷静に観察している心
の状態のこと



マインドフルネス認知療法
うつ病の再発予防のために開発されたプログラム

1 自動操縦状態から目覚める（日常の些細な感謝の出来事に気づく訓練を行う）

2 体を心の中に留める（ボディースキャンなど身体感覚を用いた訓練を行う）

3 散らばった心を集める（マインドフルネスなどを用いてdoingからbeingモードへ戻る訓練を行う）

4 自動反応を認識する（「自動反応」がどういうものであるかを体験的に探る訓練を行う）

5 受け入れ，あるがままにさせる（全ての体験に優しさを持って向き合う訓練を行い受容の力を高める）

6 上手に対応する（ネガティブな気分や思考が生じた文脈に気づくことの訓練を行う）

7 自分自身を大切にするには（気分が落ち込んだ際に，自らをケアするための上手な行動を学ぶ）

8 人生のためのマインドフルネス（新しい生き方を計画し ，より自らをいたわる訓練を行う）

International Mindfulness Center JAPAN HPより参照
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② Whole Person Care

・研究会と書籍の紹介
・治療(Cure)と癒し(healing)の視点

・医学教育におけるマインドフルネス教育の現状

・臨床的調和・ コミュニケーションの態度

・創始者・歴史

・日常的な気づきの演習
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マギル大学 バルフォア・マウント教授

大学病院の中に，積極的な治療が困難となった 
患者ケアのための専門病棟を設置

1975年　

The Father of Palliative care in North America

緩和ケア病棟　　

第1回Whole Person Care研究会2020.08.01  参照



マギル大学 バルフォア・マウント教授
The Father of Palliative care in North America

第1回Whole Person Care研究会2020.08.01 参照 



アイルランド出身 腎臓内科・緩和ケア医
現在のWPC教育プログラムの責任者
医学生に2005年からWPCの教育開始

国際Whole Person Care を編集&執筆

国際Whole Person Care を主催（2013～）

International Journal of Whole Person Care

トム・ハッチンソン
Tom Hutchinson

第1回Whole Person Care研究会2020.08.01 参照 
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Whole Person Care テキスト

第1回Whole Person Care研究会2020.08.01　参照

医療AI時代に心を調え, 心を開き, 心を込める
Whole Person Care 実践編

トム・ハッチンソン編，恒藤暁訳　発刊：ハスピス財団

新たな全人的ケア
医療と教育のパラダイムシフト
（Whole Person Care の日本語訳版）
トム・ハッチンソン編，恒藤暁訳　発刊：ハスピス財団

Whole Person Care 教育編
マインドフルネスにある深い気づきと臨床的調和
スティーブン・リーベン，トム・ハッチンソン編，恒藤暁監訳　発刊：ハスピス財団



目的 
　マギル大学において開発されたWPCの普及・啓発

事業 
　研究会，ホームページ，その他
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（患者の背景・生活歴・価値観等）

3) 問題を解決したり，理解したり， 
    何かを行おうとしたりすることを第一の目標とはせず， 
“Healer”として，患者とともに“いま・ここ”にいること

ハッチンソン先生からの問いかけ

Cureの視点

Healerの視点患者の“healing”の過程を支える医療者のこと

苦悩を解放することが医療の根本的な目標であるとすれば，
3つの方法があるだろう

1) 苦悩の原因となる問題を解決すること
2) より視野を広げ，患者を全人として捉えること

土屋静馬 Whole Person Careのために明日からできること．第1回Whole Person Care研究会2020.08.01 より作成



治療
癒し



治療 Curing

病気を根絶し， 
問題を根絶するために 

医療者によって行われる行為

 Tom Hutchinson：混沌とした世界における “癒し”のプロセス．Japan Hospice Palliative Care Foundation November 27, 2021 より作成 

(Cassell)



癒し Healing

障害や病気に応答し,  
患者の内面で起こる大きな意味での 
“高潔性”や“一体性”へ導かれる過程 

医療者の助けによっても促される
(Mount and Kearney)

 Tom Hutchinson：混沌とした世界における “癒し”のプロセス．Japan Hospice Palliative Care Foundation November 27, 2021 より作成 



Wounded Healer（傷ついた癒し人）の役割

病を治すための知識

土屋静馬 Whole Person Careのために明日からできること．第1回Whole Person Care研究会2020.08.01 より作成

人々の痛みがわかり，患者と同じように生きる意味
を求める存在であることに気づいていること

患者の問題を解決できる・できないに関わらず， 
“共にいる人”として患者の癒しの過程に関われる
（共感的に） （Healing）

「傷ついた人」➕「癒し人」
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Tom A Hutchinson. 恒藤暁訳.  Whole Person Care 教育編 マインドフルネスにある深い気づきと臨床的調和

臨床的調和
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自己 他者

状況

コミュニケーションの態度
非難の態度

 片手を腰に当てて，もう片方の手で相手を
指して，あからさまに怒る姿勢

Tom A Hutchinson. 恒藤暁訳.  Whole Person Care 教育編 マインドフルネスにある深い気づきと臨床的調和
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コミュニケーションの態度

懇願の態度

自己 他者

状況

　左膝をついて，右手を胸に当てて，左手を相手に
差し伸べて，謝る姿勢

Tom A Hutchinson. 恒藤暁訳.  Whole Person Care 教育編 マインドフルネスにある深い気づきと臨床的調和
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コミュニケーションの態度
超理性的な態度

自己 他者

状況

　相手の上を見ながら，関心のあることを 
分析的に思考する姿勢

Tom A Hutchinson. 恒藤暁訳.  Whole Person Care 教育編 マインドフルネスにある深い気づきと臨床的調和
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不適切な態度

自己 他者
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Stephen Liben：マインドフルネスにある医療実践の教育～実感することから実践することへ．第5回国際オンラインセミナー2022/9/17（土）

マギル大学医学部2年生

講義１：注意と気づき 
講義２：コミュニケーションにおける調和の取れた態度 
講義３：深い気づきと医療での意思決定 
講義４：臨床的調和 
講義５：レジリエンスへの育成 
講義６：苦悩への応答 
講義７：臨床実習以降のマインドフルネスにある臨床的調和 
　　　の実践

マインドフルネスメディカルプラクティクスコース

学生20人と1人の教員の 
ロールプレイやワークブック



ABC of Learning and Teaching in 
Medicine, 3rd Edition Capter21 
“The Mindful Clinicial-Teacher”

“Mindfulness is an open and non-judgmental awareness to 
present moment -to-moment experiences as they arise” 

谷口純一：Mindfulnessマインドフルネスーエクササイズと瞑想によるマインドフルネスー．第4回Whole Person Care研究会＠冨山2021年8月7日より作成

Mindfulnessとは，一瞬一瞬のあるがままの経験
から生じる解放的で，判断を下さない認識である。



日本の医学部での 
　　　　マインドフルネス導入
・昭和大学 
　⇨ 行動医学・プロフェッショナルリズム 
　　セルフケア・レジリエンス育成教育

・関西医科大学 
　⇨ 心理学

・岡山大学 
　⇨ プロフェッショナルリズム・行動科学

・熊本大学 
　⇨ 行動科学・ストレスマネジメント
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まずは試してみよう

• 次のスライドの真ん中の白い点をしっかり 
見つめよう。 

• 目を動かさないように，気をつけて。

まずは試してみよう

日常的における 

正式な気づきの演習



① 椅子に浅く座る
② 姿勢を正す

③ 手を太ももの上に
そっと置く

⑥ 床に足がつく感覚に注意を向ける

④ 背骨が長くなるように
意識する

⑤ 視線は少し前の床を
見つめる

日常的な気づきの演習
姿勢を整える

参照：Stephen Liben：マインドフルネスにある 医療実践の教育 ～実感することから実践することへ～  第5回 国際オンラインセミナー  2022/9/17



足底

腹部

かかと 足首

膝 太もも 太ももに接している手

胸 のど 鼻

日常的な気づきの演習
ボディースキャン



Stop：立ち止まる
Take a breath：ひと呼吸する
Observe：観察する

Proceed：再開する

日常的な気づきの演習

向き合うための準備
反応ではなく応答するための準備苦悩する患者へ

Stephen Liben：マインドフルネスにある 医療実践の教育 ～実感することから実践することへ～  第5回 国際オンラインセミナー  2022/9/17
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患者への認知行動療法と 
医療者へのWPCの異同



類似点
相違点



類似点

1. 限られたセッションの回数 (10～20回)  

医療者へのWhole Person Care
1. 限られたカリキュラム (7回) の中で構成

患者への認知行動療法

① 構造的

2. 面接の間隔や終了時刻の厳守

2. 内容 (開始時期・時刻・様々な学生への対応) 
のマニュアルが設定されている



③ 手法

類似点

セルフケア

② 目標
 患者への認知行動療法 自助の援助
医療者へのWhole Person Care

マインドフルネスへの重視

自分自身を助ける手法を身に
つけるという最終目標は同じ



相違点
患者への認知行動療法

医療者へのWhole Person Care

① アジェンダを患者中心に決定する
② セッション毎にホームワークが出る

② 授業の中で完結する
① カリキュラムの中で構成されている



思考 感覚

認知

相違点

行動

③ 用語

Whole Person Care

認知行動療法



医

守

療者の
心
を れ



セルフ・コンパッション

・自分が苦しんでいる時に，大切な
誰かをケアするように自分自身をケ
アすること

・自分が最も必要な時に，自分の
良き友になること



ストレスマネジメント
景色は自分がどこから見るかによって
違って見える！

患者さんたちは，見方を変えたのか
　　　　　　　　意味を変えたのか

私は，クライエントさんと向き合う前に
色眼鏡を外すことを意識しています。

(クライエント)



それでは，大事な秘密を教えてあげよう。
とても簡単なことさ。
それはね，ものごとはハートで見なくちゃ 
いけない，っていうことなんだ。
大切なことは，目に見えないからね。

サン＝テグジュペリ『星の王子さま』



End of Presentation
Thank you!!


